
おじいちゃん
からの

ひとこと

N(,221号

ぼ

＜

の

あ

じ

い

さ

ん

は

、

と

て

も

働

き

者

で

す

。

田

植

え

や

稲

が

り

の

時

は

、

お

父

さ

ん

に

手

伝

っ

て

ど

ん

ど

ん

仕

事

を

し

ま

す

。

ぼ

＜

も

田

ん

ぼ

に

行

き

ま

す

が

あ

じ

い

さ

ん

の

仕

事

ぶ

り

を

見

て

、

と

て

も

老

人

と

は

思

わ

れ

な

い

ほ

ど

、

上

手

に

ど

ん

ど

ん

や

っ
て

い

く

の

を

見

て
感

心

さ

せ

ら

れ

ま

す

。

あ

じ

い

さ

ん

は

、

ひ

ま

な

時

は

ぼ

＜

の

遊

び

相

手

に

な

っ
て

＜

れ

ま

す

。

春

や

秋

に

は

近

＜

の

山

へ

連

れ

て

行

き

、

山

う

ど

や

わ

ら

び

、

言

や

あ

け
び

取

り

を

し

ま

す

。

ま

た

雨

の

日

な

ど

は

、

ぼ

＜

の

将

槙

の

相

手

を

し

て

＜

ね

ま

す

。

ぼ

＜

の

実

力

は

、

ま

だ

ま

だ

と

て

も

お

じ

い

さ

ん

に

は

勝

て

な

い

て

い

ま

す

。

ぼ

＜

は

相

撲

部

に

は

い

っ

て

い

ま

す
が

、

各

地

で

開

か

れ

る

相

撲

大

会

に

は

い

つ

も

、

弁

当

を

作

っ

て

廟

援

に

来

て

＜

れ

ま

す

。

ぼ

＜

は

土

俵

に

あ
が

っ

て

相

撲

を

と

る

時

、

あ

じ

い

さ

ん

ガ

見

て

＜

れ

る

の

で

勇

気

が

わ

い

て

、

勝

っ

て

や

ろ

う

と

フ

ア

イ

ト

が

出

冬

に

は

あ

父

さ

ん

が

出

稼

ぎ

に

行

っ

て
留

守

で

す

が

、

あ

じ

い

さ

ん
が

、

あ

父

さ

ん

が

わ

り

を

し

て

雪

囲

い

や

、

雪

片
付

け

を

し

ぼ

＜

は

こ

れ

が

ら

も

元

気

で

、

い

つ

ま

で

も

長

生

き

を

し

て

く

れ

る

よ

う

祈

っ
て

い

ま

す

。
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広報ιチ4(2)

続

一
地

方

選

挙

を

締

め

く

＜

る

　

　

行

さ

れ

、

三

重

貢

氏

ガ

再

選

さ

ね

市

町

村

長

、

市

町

村

議

会

議

員

の

　

　

ま

し

た

。

選

挙

は

、

四

月

二

十

六

日

、

県

内

　

　

　

再

選

さ

れ

た

三

重

村

長

に

、

二

四

十

一
市

町

村

で

行

わ

れ

ま

し

た

　

　

期

目

に

当

た

っ
て

の
抱

負

を

語

っ

が

、

本

村

で

は

、

村

長

選

挙

ガ

執

　

　

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

先

見

性

と
独

創

性

」

を

発

揮

し

た

促

進

と

、

過

疎

か

ら

の
脱

却

を

基

た
だ
き
、
市
浦
村
長
に
再
選
で
き

村
民
各
位
に
は
、
心
か
ら
感
謝

増
と
、
三
百
人
雇
用
の
新
た
な
労

透

明

な

畜

産

事

業

の
よ

り

一
層

の

振

興

を

図

る

べ
く

、

社

団

法

人

市

と

な

っ
て

、

積

極

的

に
振

興

施

策

水

産

業

に

つ

い
て

は

、

脇

元

地

区

に

ア

ワ

ビ
漁

場

の
造

成

を

図

り

今

年

度

か

ら

は

、

十

万

個

の
稚

貝

を

充

実

さ

せ

、

漁

民

生

活

の
安

定

の
抜

本

的

な

恒

久

対

策

を

打

た

な

念

願

の
中

間

育

成

施

設

が
着

工

さ

観

光

に

つ

い
て

は

、

本

村

の
持

安

東

文

化

の

ふ

る

さ

と

づ

く

り

」

福

島

城

跡

、

唐

川

城

跡

、

山

王

坊

安

東

文

化

の
堀

り

起

し

に
よ

る

観

光

産

業

の
基

盤

づ

く

り

に
意

を

注

位

置

づ

け

る

所

存

で
あ

り

ま

す

。

島

に

、

安

東

氏

の
歴

史

資

料

館

と

の
地

域

活

性

化

セ

ン
タ

ー

の
建

設

と

ロ

マ

ン

に
満

ち

た

観

光

開

発

が

可

能

に
な

る

と

期

待

し

て

い
ま

す

。

日

が

減

少

し

ま

し

た

が

、

産

業

構

若

者

が
定

住

で

き

る

安

定

し

た

就

業

の
場

を

つ
く

る

た

め

、

地

場

産

制

づ

く

り

は

、

単

に
企

業

を

誘

致

市浦村長 :三 :重 〓貝

興

を

図

る

こ
と

で

も

あ

り

ま

す

。

工

芸

セ

ン
タ

ー

も

、

四

月

か

ら

生

特

産

品

づ

く

り

を

図

り

、

こ
れ

ら

以

上

、

過

去

四

年

間

の

王
な

る

は

、　

一
粒

の
種

を

ま

い
た

に

過

ぎ



去
る
五
月
十
二
日
、
村
臨
時
議
　
　
れ
ま
し
た
。

一
郎
氏

（
５７
歳
）
、
村
収
入
役
に
　
　
昭
和
三
十
八
年
か
ら
昭
和
四
十
六

成
田
義
衛

（
６３
歳
）
が
再
任
さ
　
　
　
年
ま
で
、
同
村
産
業
経
済
課
長
を

こ
の
た
び
再
任
さ
れ
た
工
藤
助
役
、

成
田
収
入
役
に
、
就
任
の
抱
負
を
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

就任あいきつ

務

め

た

ほ

か

村

議

会

議

員

と

し

て

五

十

八

年

五

月

か

ら

現

職

。

収

入

役

に
再

任

さ

れ

た

成

田

氏

三

村

合

併

後

も

、

議

会

事

務

局

長

に

お

い
て

、

助

役

に
再

任

さ

れ

ま

昭

和

四

十

六

年

に
役

場

を

退

職

。

村

議

会

議

員

と

し

て

三

期

活

躍

し

、

そ

の
間

、

監

査

委

員

、

総

務

常

任

役

に
就

任

、

現

職

二

期

目

と

な

り

村
財
政

の
硬
直
化
と
合
わ
せ
て

水
田
農
業
確
立
対
策
、
沿
岸
漁
業

の
低
迷
等
厳
し

い
情
勢
化

に
あ
り

産
性

の
高

い
村
づ
く
り

の
た
め
、

職
務

に
専
念
す
る

つ
も
り
で
あ
り

今
後
も
、
村
民
各
位

の
ご
指
導

青

森

県

で

は
、
交

通

事

故

防

止

対

策

事

業

の

一
環

と
し

て
、
県

警

察

本

部

、

県

交

通

対

策

協

議

会

、

そ

の
他

関

係

機

関

、

団
体

の
協

力

市

町
村

別

交

通
事

故

防

止

コ
ン

た
交

通

事

故

は
、
す

べ
て
、

市

町

こ

の
事

業

は

、

「
あ

す

を

拓

く

会

の
事

業

と
併

せ

て
行
う

も

の
で

機

関

、

団
体

と
連
携

を
密

に
し

、

も

に
、

地

域

住

民

に
対

し

、

交

通

安

全

意

識

の
高

揚

を

図

る

こ
と

に

「
市

町
村

別

交

通

事

故

防

止

コ

◆

目

的
　

各

市

町
村

ご
と

の
交

通

事

故

の
実

態

を

は
握

し

、

迅
速

適

切
な

交

通

事

故

防

止

対

策

を
推

進

全
意
識
の
高
揚
と
地
域
の
連
帯
感

を
高
め
、
交
通
事
故
防
止
を
図
る
。

◆
実
施
期
間
　
昭
和
六
十
二
年
六

◆
主
催
　
青
森
県

・
青
森
県
警
察

◆
実
施
要
領
　
各
市
町
村
居
住
者

事
故
に
対
し
、
次
の
要
領
に
よ
り

▼
事
故
等
の
基
準
点
数
　
点
数
は
、

ｏ
交
通
事
故
に
付
さ
れ
る
点
数

▼
Ａ
地
区

（旧
三
市
）
一
位
の
み

▼
Ｂ
地
区

⌒新
五
市
）
三
位
ま
で

し
い
が
、
地
方
の
時
代
は

２‐
世

紀

に

対

応

で
き

る

人

づ

く

り

と

、

安

心

し

て
住

め

る

富

の
あ

る

村

づ

く

り

の

た

め

、

二

重

村

政

助 役 工藤 誠―郎収入役 成 田 義 衛

(鋤 広報ιタル
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柏谷教育長に

永遠の別れ

広報ιチろ(4)

約

四

百

人

が

、

水
遠

の
別

れ

を

告

　

　

い
間

村

政

発

展

に
功

献

し

た

柏

谷

職

二

期

を

務

め

、

常

に
議

会

運

営

の

力

十

メ

と

し

て
手

腕

を

発

揮

し

一
般

行

政

に
も

手

腕

を

発

揮

、

村

が

あ

り

、

新

し

い
村

づ

く

り

へ
の

葬
儀
に
は
、
約
四
百
人
の
友
人
、



(5)広 報ι
'4 六

十

年

度

か

ら

「
安

東

文

化

の

ふ

る

さ

と

づ

く

り

」

に
着

手

し

、

安

「
安

東

文

化

の

ふ

る

さ

と

づ

く

県

の
活

性

化

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

事

業

で

は

、

安

東

氏

に
関

係

の
深

い

城

跡

、

唐

川

城

跡

、

山

王

坊

遺

跡

―

卜

、

観

光

施

設

を

整

備

し

、

観

観

光

の
拠

点

と

な

る

十

三

湖

中

―

卜

場

や

交

通

広

場

（
ゴ

ー

カ

ー

十

三

湖

中

の
島

公

国

内

に
建

設

場

は

、

中

の
島

公

園

の
交

通

広

場

（
ゴ

ー

カ

ー

ト

場

）
、　
ロ
ー

ラ

ー

ス

ケ
ー

ト

場

に
隣

接

し

て

い
ま

す

。

確

認

、

管

理

運

営

体

制

の
確

立

な

福

島

城

跡

に
建

設

さ

れ

た

展

望

台

に
は

、

安

東

氏

の

福

島

城

跡

整

備

事

業

で

は

、



広報ι
'4(6)

脇元小・十三小

サ ケ

■)

4フ
ヽ ヽ

ヽ ヽ

ι11

元
気
に
帰

っ
て
来
い
よ

の
両

日

、

脇

元

小

学

校

、

十

三

小

山

）

に
建

設

し

、

ふ
化

放

流

事

業

庭園整備に汗

市浦中PTAが 労力奉仕

行

い
、

庭

園

づ

く

り

や

校

舎

周

辺

の
環

境

整

備

に
汗

を

流

し

ま

し

た
。

の
生

活

環

境

委

員

会

（
委

員

長

・

島

津

典

明

）

が

、

「
子

供

た

ち

に

よ

り

よ

い
環

境

の
中

で
勉

強

し

て

も

ら

お
う

」。

と

、

毎

年

行

っ
て

い

会

を

「
す

っ
き

り

し

た

環

境

の
中

境

整

備

に
汗

を

流

し

ま

し

た
，

労

力

奉

仕

で
市

浦

中

の
庭

園

を

整

備

す

る

Ｐ

Ｔ

Ａ
会

員

。



村

で

は

、

今

年

も

牛

の
放

牧

が

始

ま

り

、
五

月

七

、
八

の
両

日
岩

井

、

実

取

の
牧

場

に

四

百

七

十

五

頭

の

黒

毛

和

牛

が

放

牧

さ

れ

ま

し

た
。

冬

の
間

、

農

家

で
飼

育

さ

れ

て

い
た

牛

が
朝

早

く

か

ら

ト

ラ

ッ
ク

な

ど

で

運

び

込

ま

れ

、

家

畜

保

健

衛

生

所

か

ら

派

遣

さ

れ

た
係

員

が

に
検

査

。

し
ゃ
ぐ
子
牛

体

重

計

に
乗

せ

ら

れ

、

鼻

紋

を

と

予

防

注

射

や

検

査

を

終

え

た

牛

村

内

に

は

現

在

、　

一
千

二

百

九

春

の
全

国

交

通

安

全

運

動

は

、

五

月

十

一
日

か

ら

五

月

二

十

日

ま

い
、

村

交

通

安

全

対

策

協

議

会

、

地

区

安

全

協

会

、

交

通

安

全

母

の

会

、

小

・
中

学

校

な

ど

の
関

係

団

安

全

を

呼

び

か

け

ま

し

た
。

街

頭

指

導

に

は

村

三

役

や
各

学

一
時

間

、

チ

ラ

ン
を

配

布

し

、

思

い
や

り

と

ゆ

ず

り

合

い

の
心

で
交

を

守

っ
て

、

事

故

に
あ

わ

な

い
よ

(7)広報ιチら

猿賀小路線開通

防災・通学にもひと安心

ろ

脇

元

地

区

の
生

活

関

連

道

路

と

し

て
建

設

中

の

二

級

村

道

猿

賀

小

路

線

改

良

工

事

が

、

こ

の

ほ

ど

完

成

し

、

四

月

一
日

か

ら

一
般

供

用

が

開

始

さ

れ

、

地

区

住

民

に
喜

ば

が
狭

く

、

袋

小

路

と

な

っ
て

い
た

た

め

、

同

地

区

で

火

災

や

事

故

等

の
発

生

を

想

定

す

る

地

区

住

民

に

は

、

心

配

の
種

で
あ

り

、

同

路

線

の
早

期

着

工

が

待

た

れ

て

い
ま

し

み

入

れ

、

用

地

取

得

交

渉

や

、

財

源

対

策

を

進

め

て

い
ま

し

た

が

、

同

工

事

に
着

手

し

、

総

工

事

費

二

千

五

十

七

万

八

千

円

を

投

し

て

、

延

長

二

百

八

十

九

ｒ

、

幅

員

五

＝

こ

の
道

路

は

、

赤

川

線

（
公

民

館

道

路

）

と
連

結

さ

れ

た

こ

と

か

て

も

利

用

さ

れ

、

防

災

、

交

通

安

十

三
地

区

の
街

頭

指

導

　

　

　

チ

ラ

シ

を

配

る
相

内

の
母

の
会

々
員
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球
ん

探
訪
者
ぞ
く
ぞ
く

こ
の
唐
川
城
址
は
、　
安
倍

安

藤

氏

の
城

郭

で
あ

る

の

で
昔

の
有

名

な

本

草

学

（
薬

草

を

研

究

す

る

学

問

）

、

民

俗

学

の
泰

斗

菅

江

真

澄

が
寛

政

八

年

（
一

七

九

六

）

六

月

二

十

二

日

（
新

暦

の
七

月

二

十

七

日

）

に

登

っ

ど

申

し

上

げ

ま

す

。

最

近

で

は

安

東

ブ

ー

ム

で
歴

史

学

者

や

観

光

客

が
押

す

な

押

す

な

の
盛

況

六

九
い
く
分
変
容

は
案
外
現
在
の
展
望
台
の
箇
所

に
築
城
さ
れ
て
い
た
も
の
と
勘

違
い
し
て
、

「絶
景
か
な
絶
景

・
岩
木
山
を
観
照
し
て
帰
る
こ

こ
こ
は
大
正
末
年
に
現
十
二

水

戸

口
新

設

の
節

の
岩

石

を

爆

こ
ろ

で
す

。

ま

た

、

頂

上

の
本

郭

の
井

戸

址

は

底

知

れ

な

い
大

板

製

の
井

戸

枠

が

見

え

て

い
た

備

に
よ

っ
て

城

址

の

一
部

が

崩

す

が

、

城

跡

と

し

て

の
大

慨

を

山

城

唐

川

城

址

は

、

福

島

城

の
出

城

と

い
わ

れ

て

い
ま

す

。

本

城

輪

の

こ

と

で
す

。

自

然

の
要

害

を

利

用

し

た

典

型

的

な

山

城

で

を

、

偉

容

を

示

し

て

い
た

も

の

福

島

城

は
平

城

で

、

城

主

の

が

あ

り

、　

一
般

良

民

の
出

入

も

れ

る

の

に
対

し

、

こ

の
唐

川

城

城

址

で
あ

る

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

築
城
年
代

で
あ

り

ま

す

が

、

「
十

三

湊

新

城

記

」

に
よ

る

と

、

福

島

城

が

安

倍

貞

季

公

が

正

和

年

中

（
一

三

一
二

～

一
六

）

に
築

城

し

た

の
出

城

で
あ

る

唐

川

城

は

同

年

そ

れ

は

、

中

腹

の
竜

興

寺

（

春

品

寺

）

址

か

ら

出

土

し

た

金

城

に

い
た

も

の

と

想

像

さ

れ

ま

…121
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